
 

 

 

本大会のテーマは、「生きづらさの語りと共存―アディクションを視野に入れて－」としました。アデ

ィクションの健康問題は様々なところに存在していることや、当事者の語りから生きづらさを抱えなが

ら生活していることを共有し、地域社会の中で共存していくことを議論できる機会を提供したいと思っ

ております。そして、医療者のみならず当事者の視点や、教育学、文化人類学など他学問の視点からもア

ディクションを検討し、解決方法を学びたいと考えます。ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げま

す。                  大会長 河口朝子（長崎県立大学看護栄養学部看護学科長） 

 

 

 

●会期：2018年 9月 1日（土）～2日（日） 

●会場：長崎県立大学シーボルト校 

   〒851-2195 長崎県西彼杵郡長与町まなび野 1-1-1  http://sun.ac.jp/ 

●参加費 会員  事前登録 5,000円  当日受付 6,000円 

     非会員 事前登録 6,000円  当日受付 7,000円 

●情報交換会 

  日 時 2018年 9月 1日（土）18：30～20：30 

  会 場 ロイヤルチェスターホテル 

〒852-8156 長崎県長崎市赤迫 3-6-10 TEL:095-856-1101 http://www.nagasaki-rch.jp/ 

  参加費 5,000円 

※第 17回日本アディクション看護学会ホームページ http://jadict17.html.xdomain.jp/ 

 

 

 

 

●事前参加申込方法 

事前参加申込は、下記の手順 1、2を 7月 25日（水）までに終えてください。 

手順 1.申込書の記入・提出 

参加申込書を第 17回日本アディクション看護学会ホームページよりダウンロードの上、必要事項をご記

入いただき、メールまたは FAXにてお送りください。メールの件名は、「事前参加申込」としてください。 

Email: jadict17@sun.ac.jp  FAX: 095-813-5203 

＊FAXでお申し込みの方は、送信後 10日経過しても事務局からの連絡が無い場合はご一報ください。 

手順 2.振込み 

支払い郵便局備え付けの払込取扱票にて、申込代金（学会参会費、懇親会費、弁当代を合計した金額）を

下記口座へお振込み願います。 

原則として、申込書提出から 1週間以内にお振込みください。〆切間近にお申込みの方は、お振込みも 

7月 25日(水)までにお済ませください。  

ゆうちょ銀行振込先口座  記号番号： 01750-4-169572 

加入者名： 17回日本アディクション看護学会学術集会 

第 17回日本アディクション看護学会学術集会のご案内（修正版）  

学術集会テーマ：生きづらさの語りと共存―アディクションを視野に入れて－ 

学術集会・情報交換会の事前参加申込方法 

事前参加（学術集会・情報交換会）申込締切日：2018年 7月 25日（水） 

http://sun.ac.jp/
tel:095-856-1101　http://www.nagasaki-rch.jp/
http://jadict17.html.xdomain.jp/
mailto:jadict17@sun.ac.jp


●注意事項 

・払込取扱票は、一名につき一枚ずつご使用ください。 

・7月 25日（水）までに振込みが無い場合は、事前参加登録はキャンセルとさせていただきます。 

（参加される場合は、当日受付にて当日受付の参加費をお支払いいただきます）。 

・事前参加申込いただきました内容の修正・変更はできません。学会参加費を含む申込代金の払込み後

は、参加取消しおよび弁当注文の取消し・変更・返金は受付できません。 

●弁当注文 

学会当日は、夏季休暇中の土日のため、大学食堂および近隣の多くの食堂は休業中です。弁当の注文

をされるか、各自でご用意ください。ランチョンセミナーは調整中です。 

弁当代金： 両日とも、各 1,000 円（お茶付き） 

事前参加申込者：弁当を注文される方は参加費と一緒にお振込みください。 

 

 

＊2018年 6月現在のプログラムです。追加・変更時は、随時第 17回学術集会 HPに掲載いたします。 

第 1日：9月 1日（土）9：45～17：45（受付開始 9：00～） 

9：45～9：50   大会挨拶 

9：50～10：20    大会長講演：生きづらさの語り                    [第 1会場] 

演 者：河口 朝子（長崎県立大学看護栄養学部看護学科教授） 

10：30～11：40    基調講演：あした、笑顔になあれ---夜回り先生、いのちの授業     [第 1会場] 

演 者：水谷 修（水谷青少年問題研究所所長） 

11：50～13：10  情報提供：テルモ (株)                                             [第 5会場]   

            ランチョンセミナー：大麻のどこが危険なの？－有害性と医薬品への可能性－ 

演 者：山本 経之 (長崎国際大学名誉教授)                          

12：15～13：05  理事会                                                             [E102] 

13：15～14：15  特別講演Ⅰ：もし依存症が病気でなかったら-文化人類学からとらえる「摂食障害」- 

                                                  [第 1会場] 

演 者：磯野 真穂（国際医療福祉大学大学院講師） 

14：25～15：25  当事者の語り：ダルクの当事者活動とは？－依存症回復支援－       [第 1会場] 

                   演 者：中川 賀雅（特定非営利活動法人ちゅーりっぷの会 

長崎ダルク代表理事） 

14：25～17：45  一般演題発表（口演①～⑥）                                 [第 2、3、5会場] 

15：35～16：55   シンポジウム：アディクションと語りの意味                           [第 1会場] 

演 者：尾上 英次郎（一般社団法人日本精神科看護協会長崎県支部長） 

稗田 幸則  （長崎県精神保健福祉士協会会長） 

                   山中 嘉子  （長崎こども・女性・障害者支援センター主任技師） 

日下部 恵   （NPO法人ちゅーりっぷの会長崎ダルク作業療法士） 

16：55～17：55  指定交流集会①                                                    [第 3会場] 

安田 浩二、大川 和男 （国立病院機構下総精神医療センター看護師） 

西川 はるみ他（国立病院機構下総精神医療センター副看護師長） 

16：55～17：55  交流集会①                             [第 4会場] 

18：30～20：30   情報交換会                        [長崎ロイヤルチェスターホテル] 

プログラム 



第 2日：9月 2日（日）9：10～14：20（受付開始 8：30～） 

9：00～10：00   特別講演Ⅱ：依存症予防と生活習慣の行動変容               [第 1会場] 

演 者：杠 岳文（独立行政法人国立病院機構肥前精神医療センター院長） 

10：10～11：10  教育講演Ⅰ：高齢者虐待と共依存                    [第 1会場] 

演 者：松下 年子（横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻教授） 

10：10～11：10  ポスターセッション                                               [ポスター会場] 

11：20～12：20  指定交流集会②                           [第 2会場]  

五十嵐 愛子（文京学院大学保健医療学部教授） 

井ノ口 恵子（更生保護法人まこと寮薬物専門職員） 

11：20～12：20  教育研修：困難事例の検討                      [第 3会場] 

11：20～12：20  交流集会②                             [第 4会場] 

12：30～13：00  総会                                [第 5会場] 

13：10～14：10    教育講演Ⅱ：認知行動療法を活かすアディクション看護                  [第 1会場] 

演 者：白石 裕子（国際医療福祉大学看護学部教授） 

13：10～14：10  一般演題発表（口演⑦） 

14：20      閉会挨拶 

 

 

発表資格：日本アディクション看護学会会員の方。会員でない方は入会手続きを済ませてください。 

入会申し込み方法→ http://plaza.umin.ac.jp/~jaddictn/entry.html 

発表形式：口演または示説 

 

口演・示説抄録作成要領 

＊「Microsoft Word」にて抄録を作成し、ファイル名を「発表者.doc」として保存してください。 

＊抄録本文の構成は【目的】【方法（倫理的配慮を含む）】【結果】【考察】など内容を構造化する見出し

をつけて記載してください。 

＊演題・企画者名：全角 50文字以内で中央寄せとします。 

＊発表演者：連名の場合、発表者を筆頭とし〇をつけて下さい。所属機関は共著者も含めてそれぞれ入

力してください。 

＊文字：明朝体で、サイズは演題名を 14.0ポイント、キーワードと研究者および所属施設名は 9.0ポイン

ト、本文は 10.5ポイントとします。 

＊抄録本文は一段組とし、1200 文字程度（文字数は 40字、行数は 46行）とします。 

＊抄録本文の図表の挿入は規定した書式に収め、文字が見える大きさにしてください。 

＊余白は上下 30mm、左右 25mmとします。 

抄録提出方法  下記要領で Eメールにて抄録をご提出ください。  

 提出先メールアドレス： jadict17@sun.ac.jp 

 件名は「一般演題申込_発表者氏名」とし、メール本文に以下の内容をご記入ください。 

① 申込者氏名 ②所属 ③日本アディクション看護学会の会員番号  

④連絡先（住所、電話、Eメール） ⑤希望発表形式 （①口演、②示説、③どちらでもよい） 

口演および示説について 

発表日：2018年 9月 1日（土）または 2日（日） 

演題募集 

演題募集期間：2018年 3月 1日（木）～5月 31日（木） 

mailto:jadict17@sun.ac.jp


＊口演発表：1演題 15分間（発表 10分、質疑 5分）を予定しております。 

＊示説：パネルサイズ縦 162cm×横 86cmとなります。 

 

 

交流集会は、研究者グループが主体的に企画・運営し、参加者との学術的実践的な交流をはかること

を目的としています。 

 

60 分の時間を自由な形式でご使用ください。なお、参加人数制限がある場合は、その人数と制限の方法

について抄録にも記載してください。企画者は、日本アディクション学会会員に限ります。 

応募方法 

E メールに①申込用紙と②抄録の 2 つを添付してご提出ください。①申込用紙は第 17 回アディクション

看護学会学術集会ホームページ（http://jadict17.html.xdomain.jp/）からダウンロードしてください。 

提出先メールアドレス： jadict17@sun.ac.jp  

件名は「交流集会申込_代表者氏名」としてください。 

交流集会抄録作成要領 

Microsoft Wordにて前ページの口演・示説抄録作成要領に準じて作成し、ファイル名を「交流_代表者氏

名.doc」または「交流代表者氏名.docx」として保存してください。但し、キーワードの記載は不要です。 

 

 

 

 

交流集会募集要項 

交流集会募集期間：2018年 3月 1日（木）～5月 17日（木） 

アクセス 

http://jadict17.html.xdomain.jp/
mailto:jadict17@sun.ac.jp

